能とシェイクスピア―素人演者の視点 by 広瀬 徹
　
当方能楽の研究者ではない。またシェイクスピアを文学として享受し
傾倒している者でもない。ただ、能とシェイクスピアについては稽古経験がある、と う素人演者であり、ディレッタントに過ぎない。その観点から、二つの伝統的なパフォーミング
・
アーツについて断片的に私見
を述べさせていただく、というのがこの駄文の趣旨である。１
　
能のこと
　
当方、現在お稽古についてはお休みをいただいているが、下手の横好
きで四十年ほど宝生流の謡
・
仕舞を習い続けている。教えてくださるの
は、
宝
生
流
の
職
分（
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
）
で
あ
る
前
田
晴
啓
先
生
で
あ
る。
大学教員として職を得る前勤務していた会社に入社した二年目に、先輩社員からお誘いを受け、謡を習い始めたので 。その当時から一貫して宝生流の職分である前田先生につ て、口伝 習っ く修行を続けている。とにかく先生の発声の通り、また動きの通りをマネていくのである。習い始めて五年ほど経った時スランプ
を感じたが、それを抜ける
と段々と謡が面白くなってくる。謡を基礎として、仕舞にも手を染めるようになり、うまくいった時には喜びを感じられるようになった。年一回東京
・
水道橋の宝生能楽堂で、プロが演技するその舞台に立てるのも
得難い体験であり、有り難いことと思っている。　
何故謡を始めるようになったのか、それは幼少期から日本の伝統音楽
に興味をずっと持ち続けたことにも関連しているのではないか、と思っている。特に三味線という楽器に対する 心である。勿論能に三味線の音は登場しないが、古くから存在し続ける音に関心があったのである。　
小
学
校
時
代
は
ラ
ジ
オ
の
虜
で
、
子
供
向
け
の
番
組
は
勿
論
聴
い
て
い
た
が
、
特
に
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
滝
沢
修
（
劇
団
民
藝
の
創
設
者
で
あ
り
ス
タ
ー
俳
優
）
が
主
演
の
ラ
ジ
オ
・
ド
ラ
マ
「
銭
形
平
次
捕
物
帖
」
で
あ
り
、
欠
か
さ
ず
聴
い
て
い
た
。
そ
の
番
組
が
終
わ
る
と
「
小
唄
の
時
間
」
と
い
う
俗
曲
・
小
唄
つ
ま
り
三
味
線
音
楽
を
聞
か
せ
る
番
組
が
続
き
、
そ
れ
に
も
耳
を
傾
け
て
い
た
。
小
学
生
に
三
味
線
の
音
が
擦
り
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
幼
少
期
に
お
い
て
三
味
線
の
魅
力
に
取
り
憑
か
れ
る
と
そ
こ
か
ら
逃
れ
る
の
は
難
し
く
、
高
校
時
代
に
は
文
楽
浄
瑠
璃
の
三
味
線
に
魅
か
れ
、「
三
味
線
弾
き
に
な
り
た
い
」
と
親
に
言
っ
て
し
ま
っ
た
。「
お
前
は
何
を
考
え
て
い
る
の
だ
」
と猛烈に反撃され、あえなく撃沈直ぐ断念、という体たら である。　
その時の無念な気持ちを会社員に成り立ての頃まで引き摺っている時
に、謡のお誘いがあったのである。渡りに船の境地で飛びついた。　
謡のお稽古は、第一回目から先生の発声
・
所作をその通りマネるので
あるから、理論を教えていただくことは い。四十年間お稽古をしていても、理屈を学んだ記憶はな 。そ も稽古の導き手となる理論書を読んでみたくなるもので、そん 時手に取ったのは「藝談」であ 。能の名人と言われた方々が、芸の神髄を語 も であり、能の世界に少しでも触れ いる者にとっては読みやす 参考書で る
。宝生流とは異
なる喜多流の喜多六平太という名人の『六平太藝談』には、次 ような
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ことが書かれている。　　
 　［花伝書な
ど］
さ
う
い
ふ書物は、
業の修行が充分出来上がって、
自分
の心持次第で、自由な表現ができるといふ達人が読んで、はじめて益のある書物なの ある。
　
 　
それを知識的に解釈したり、業
わざ
も充分能
で
きない者が読んで、勝手な
理屈をこじつけたりすることを、いましめたものなのである。
　
 　
ちかごろの世間は、なんでも理解といふ言葉で、かたづけやうとす
る。けっこうなことではあるが、芸道の伝書なんかを、そう易々と簡単に、理解だけで片付けて、得意顔をされては甚だ困る。
　
まさに「理解」を超えたと ろに稽古の到達点があるので、稽古する
身にとっては、心に沁みることばであり、教えとしてはこ で十分である
の
だ
が、
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チャの端く
れ
の当方と
し
て
は、
「体系的理解」
と
いうことにも気が廻ってしまい、見つけた本が『観世寿夫著作集
　
第二
巻
　
仮
面
の
演
技
』（
平
凡
社
　
一
九
八
一
年
）
で
あ
る。
著
作
集
は
全
四
巻
で
構
成され、第一巻は「世阿弥の世界」世阿弥まで遡って研究する意思はなし、第三巻は「伝統と現代」現代演劇とも関連付 ドラマツルギーまで探る余裕はなし、第四巻は「能役者の周辺」人間関係の中で綴られたエッセイまで読む時間はなし、ということで稽古する演者にとって一番近しいテーマが書か ている第二巻を手に取った いう次第 ある。　
この書では、能の基本として以下の要素を挙げてい 動作として
「カ
マ
エ
・
ハ
コ
ビ」
「カ
タ
・
サ
シ
コ
ミ
・
ヒ
ラ
キ」
、
発声法と
し
て
の
「一調
・
二
機
・
三
声
」「
横おう
ノ
声
・
豎しゅ
ノ
声
」「
祝
言
ノ
声
・
望
憶
ノ
声
」、
調
子
と
し
て
の
「ヨ
ワ吟
・
ツ
ヨ吟」
、
リ
ズ
ム
と
し
て
の
「平ノ
リ
・
中ノ
リ
・
大ノ
リ」
で
あ
る。
調子
・
リズムにノル声に合わせた動作、である。あくまでも声がその中
核にある。流派によってニュアンスに若干の差 あ が、演者として学ぶべき基本は上記の説にすべて含まれている。それぞれがどのような内容であるかは
、稽古を積みながら会得していくものであり、演者として
の経験をもつ者にとっては理解が容易となる。　
能舞台ではいろいろな表現体で役を演じるのであるが、これら基本型
から外れることはない。舞台では音楽性をより強く表現するため、囃子方（大鼓
・
小鼓
・
太鼓
・
笛）と地謡（バック
・
コーラスとも言うべき筋
を謡い語る八人 グループ）が参加する。した って能は楽劇となる。　
この観世寿夫の書は、演者にとって必要な基本要素を簡潔に解説して
ある数少ない本の中の一冊であるが、一方見者（観客）向けに書かれた本は数多く出版さ
れ
て
い
る。
例え
ば白洲正子
・
吉越立雄著
『お能の見方』
（新潮社
　
と
ん
ぼ
の本
　
一九九三）
で
は、
能舞台の構造、
演目
（脇能
・
修
羅能
・
三番目
・
物狂
・
切能）
、演者の役割（シテ
・
ワキ）
、能面と装束な
どについて解説がされており、素人見者にとっては恰好の便利な本である。　
観世清和
・
内田樹著
『能は
こ
ん
な
に面白い！』
（小学館
　
二
〇一三）
は、
プロの演者と素人演者との対談であり、実技を学んでいる素人演 観点がふんだんに盛り込まれている。　
また建築史の観点から能舞台を取り上げ、全国の能舞台を紹介して
る小林保治
・
表きよし編『カラー百科
　
見る
・
知る
・
読む
　
能舞台の世
界』
（勉誠出版
　
二〇一八）もある。
「橋掛かり」という演者が登場する
導入部が、やや斜めに配置されていることや、背景に必ず描かれ 松の絵の由来、舞台向かって右奥にある楽屋口の意味など、舞台構造上興味深い点が多々あ 。　
最近では武術と能との関係に注目した本も企画
・
出版されている。例
えば前田英樹
・
安田登の対談『からだで作る「芸」の思想
　
武術と能の
対
話
』（
大
修
館
書
店
　
二
〇
一
三
）
で
あ
る
が、
能
の
舞
台
で
展
開
さ
れ
る
前
後
左右上下の方向性に基づく基本動作と武術のカマエ
・
ウツという所作と
は相容れないと考えて るので、先入観をもって読んでしまう。能のすり足と剣道のすり足とを強引に結び
つける＂芸道論＂に欠けているのは
「音声」
の点で
あ
り、
声を基本と
す
る能は、
独自の楽劇と
し
て
の道を辿る
べき、と考える。
（５）
（６）
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能の世界は、
圧倒的に男性に
よって支配さ
れ
て
い
る。
能の演目に
は、
女
性の役柄も多いので、男性演者としての表現が課題となる。最近新聞に掲載されたエッセイに「能の翁にみる両性具有の老い」 いうタイトルがあったが、演者としては、性を超えたニュートラルな世界を実現したい、と考えている。そのことと関連する論点は、ジェンダーのイシューで
あ
る。
能楽界に
お
い
て
プ
ロ
の女性能楽師の占め
る割合は非常に小さ
い。
日本の伝統芸能世界にはこの不均衡な部分が色濃く残っ いるが、能の世界には女性も演者として活動できる余地が十分ある、と考えている。　
また西欧の哲学
・
思想と関連づけて語られる「身体論」という高尚な
考え
も
あ
る
が、
ま
ず
は弟子
・
素人演者と
し
て
お稽古を一刻も早く再開し、
声を出し続けなければならない。それが宿命だ。２
　
シェイクスピアのこと
　
主要な出版社が毎月発行し
て
い
る
ＰＲ
誌
（無代誌と
も呼ば
れ
て
い
る）
に
は、講談社『本』新潮社『波』筑摩書房『ちく
ま』それに岩波書店『図
書』がある。今から五年ほど前までは、毎月これら四誌を見比べて、今の流行りの小説は何 、旬の言説（いやな言葉であるが便利で使ってしまう）は誰が発信しているのか、など、インテリゲンチャの端くれとして観察していた 、そんなことにも厭きてしまい ここのところご無沙汰
で
あ
っ
た
の
だ
が、
最
近『
図
書
』
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
見
る
機
会
が
あ
り、
二〇一七年十一月号に触れた。その号 冒頭には 英文学者の安達まみ氏（元日本シェイクスピア協会会長）が寄せた「墜落するオセロー」いう小文が掲載されてい 、戦後日本シェイクスピア協会会長を歴任された笹山隆氏の大阪大空襲体験の回想が紹介されている。大空襲時中学三年生であった笹山少年は、炎 中で燃え尽きて行く街を見ながら、坪内逍遥訳
『オ
セ
ロー』
の一節を思い出し
た、
と
い
う
の
で
あ
る。
「おゝ、
も
う
さ
ら
ば
ぢ
ゃ！
　
嘶
く
駒
も、
す
る
ど
い
喇
叭
も、
［
……］
あ
の
荘
厳
な
大
旗
も、もう
さらばぢゃ！
　
名誉の戦争に附物のあらゆる特質、誉れも飾り
も立派さ 、もうさらばぢゃ！」これがその 節、逍遙 名訳の一端を知ることができ 衝撃的な事象の前で文学体験を追想する笹山少年 姿も目に浮かぶ。ただしこれは見 な翻訳言語を読んだことの追体験である。
こ
の部分、
英語原文は以下の
よ
う
に
なって
い
る。
O
thello
の三幕三場
であり、オセローが貞淑なデズデモーナに対し猜疑心を抱き、イアーゴの心理的詐術に曝される場面である。笹山少年は逍遙訳の「もうさらばぢゃ」のリフレイン 心を動かされたのであろうか？　
Farew
ell the neighing steed, and the shrill trum
p,
T
he spirit-stirring drum
, the ear-piercing fife,
T
he royal banner, and all quality,
Pride, pom
p and circum
stance of glorious w
ar!
　
この英語を音として響きとして身体的に感じることと、上記の笹山少
年の逍遙シェイクスピアを通じた実体験との間には、実に深い隔たりがあ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か。
今か
ら振り返る
と、
そ
の懸隔の深さ
を強く実感
（７）
能楽堂・能舞台の構造図
http://www.asahi-net.or.jp/~UE1K-OOTN/51201butai.html
https://kotobank.jp/word/ 能舞台 -112015
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し
た機会が、
シェイ
ク
ス
ピ
ア
・
ワーク
ショップ
へ
の参加だった
の
で
あ
る。
　
遡
る
こ
と
三
十
年
前、
一
九
八
八
年
四
月
東
京
新
大
久
保
に「
東
京
グ
ロ
ー
ブ
座」
が
オープ
ン
し
た。
そ
の
オープ
ニ
ン
グ
・
フェス
ティバ
ル
の一環と
し
て、
イギリスのロイヤル
・
シェイクスピア劇団の俳優が来日し、日本人に対
し演劇指導をするワークショップが開催された。　
それまでの日本におけるロイヤル
・
シェイクスピア劇団の公演は、劇
団四季と
の提携に
よって実現し
た一九七〇年の
『オ
セ
ロー』
と
『十二夜』
に始まる。そして三年後にピーター
・
ブルックの『真夏の夜の夢』公演
である。一九七三年英国の演出家ピ ター
・
ブルックがロイヤル
・
シェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
団
を
率
い
て『
真
夏
の
夜
の
夢
』
の
ワ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー
を
敢
行
し、
日本公演もあったが、舞台上にブランコを吊るし、その上で役者が演技をする、という離れ業に魅了された。　
一九八八年のそのワークショップには、劇団「夢の遊眠社」を離れた
高萩宏氏（現東
京芸術劇場副館長）が、全体のコーディネーターとして
参画されていた。当時、筆者は会社員であり、そのようなプに 加できるような態勢にはな ていなかったのに、生来の軽挙妄動性格が出てしまい、無謀にもワークショップのオーディションに手をげてしまった。幸いそこを通過したので、平日の業務残業をうまく捌きながら、土日を含めた二週間のワークショップに参加したのである。仕事をしながらの実習であるから、それはそれなりにハードな時間 った。まさに短時間ではあるが「二足の草鞋」を履いたのである。　
ワーク
ショップ
で
の指導者の
チーフ格は、
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
コック
ス
 Brian 
C
ox
、
一
九
四
六
年
六
月
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ダ
ン
デ
ィ
ー
生
ま
れ、
偶
然
で
あ
っ
た
が私と同い年で
あ
る。
『タ
イ
タ
ス
・
ア
ン
ド
ロ
ニ
カ
ス』
の
タ
イ
タ
ス役で名を
挙
げ
た
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
役
者
で、
一
九
八
五
年
と
一
九
八
九
年
に
ロ
ー
レ
ン
ス
・
オリヴィエ賞を受賞している。　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
舞
台
上
で
の
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
で
始
ま
り、
独
特
の
発
声
練
習
を
終
え
た
後、
い
わ
ゆ
る「
本
読
み
」
と
な
る。
「
本
読
み
」
は
舞
台
上
で
Trainee
た
ち
が
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
わ
かれて行った。セリフの解釈については、かなり深いところまでディスカッションした。一段落したところで、ブライアンが念入りに解説を施す。その後役が割り振られ、本を持ちながら、英語のセリフを声 出すのである。演技実習の素材は一九九〇年 英国ナショナル
・
シアターで
ブ
ラ
イ
ア
ン自身が
リ
ア王を演じ
る予定で
あった
た
め
か、
『リ
ア王』
の最終
五幕三場であった。リア王が末娘コーデリア 再会する場面であり、何もかも失ったリア王の心理を表現する難しいセリフである。 
Edm
und. Som
e offi
cers take them
 aw
ay. G
ood guard 
 
 U
ntil their greater pleasures first be know
n 
 
 T
hat are to censure them
.
 
C
ordelia. W
e are not the first 
 
 W
ho w
ith best m
eaning have incurr’d the w
orst. 
 
 For thee, oppressed king, am
 I cast dow
n; 
 
 M
yself could else outfrow
n false Fortune’s frow
n. 
 
 Shall w
e not see these daughters and these sisters?
 
Lear. N
o, no, no, no! C
om
e, let’s aw
ay to prison. 
 
 W
e tw
o alone w
ill sing like birds i’ th’ cage. 
 
 W
hen thou dost ask m
e blessing, I’ll kneel dow
n 
 
 A
nd ask of thee forgiveness. So w
e’ll live, 
 
 A
nd pray, and sing, and tell old tales, and laugh 
 
 A
t gilded butterflies, and hear poor rogues 
 
 Talk of court new
s; and w
e’ll talk w
ith them
 too 
 
 W
ho loses and w
ho w
ins; w
ho’s in, w
ho’s out – 
 
 A
nd take upon’s the m
ystery of things, 
 
 A
s if w
e w
ere G
od’s spies; and w
e’ll w
ear out, 
 
 In a w
all’d prison, packs and sects of great ones 
（８）
（９）
（
10）
（
11）
ブライアン・コックス
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 T
hat ebb and flow
 by th’ m
oon.
 
Edm
und. Take them
 aw
ay.
 
Lear. U
pon such sacrifices, m
y C
ordelia, 
 
 T
he gods them
selves throw
 incense. H
ave I caught thee? 
 
 H
e that parts us shall bring a brand from
 heaven 
 
 A
nd fire us hence like foxes. W
ipe thine eyes. 
 
 T
he goodyears shall devour ’em
, flesh and fell, 
 
 Ere they shall m
ake us w
eep! W
e’ll see ’em
 starv’d first. 
 
 C
om
e. 
因みにリア王の最初のセリフについて、小田島雄志氏の日本語訳は、以下のよう なっている。　
リア
　　
いや、いや、いや、いや！
　
さ、牢獄へ行こう、
　　
二人っきりで、籠の小鳥のように、歌って暮らそう。
　　
おまえがわしに祝福を求めれば、わしはひざまずいて
　　
おまえに許しを乞う、そのようにして生きていこう。
　　
お祈りをし、歌を歌い、昔話をし、蝶のような
　　
けばけばしい連中を笑いの種にし、卑しいものたちの
　　
宮廷の噂に耳を傾けよう。そ 連中 話に入り
　　
だれが勝ちだれが負け だれがのぼり坂でだれが落ちめと、
　　
神のお使いのようにこの世の秘密に通じている
　　
ふりをして語ろう。そして壁に囲まれた牢獄のなかで
　　
月とともに満ち干きする権力者たちの勢力 消長を
　　
静かに眺めながらすごすとしよう。
　
ワークショップ当日、小田島氏が客席で見学している際に、ブライア
ン
は『
リ
ア
王
』
の
こ
の
場
面
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
英
語
と
日
本
語
訳
と
を、
ワ
ー
ク
ショップ参加者に交互に読ませ、その対比を行わせたのにはびっくりし
た。ブライアン自身、日本語を音声として捉え、英語との懸隔を感じようとしたのであろう。　
筆者もリア王のセリフを演じることができた。ブライアンが指導のポ
イ
ン
ト
と
し
た
の
は、
「本読み」
で
の解釈が、
発声と音調と
し
て実現し
て
い
るか、であった。彼は演技者の脇に立ち、傍に寄り添っ 指導をするので、身体的なつながりを感じながら、指導を受けることができた。これは、演者が行う指導
・
演出の優位点であろう。
　
演者としての演出と見 としての演出とは、その方法が異なっている
ように思える。演者としての指導者 、役 に寄り添う力、つま 役者と
の
距
離
を
縮
め
役
者
の
性
格
に
沿
っ
て
演
技
を
創
出
さ
せ
る
力
を
持
っ
て
い
る。
自分の描いたイメージと違うからと言って、客席から役者を怒鳴り倒す見者としての演出家
・
指導者とは異なるのである
。
　
ブライアン
・
コックスは、映画にも出演しており一九八六年の『刑事
グ
ラ
ハ
ム／凍り
つ
い
た欲望』
( M
anhunter)
で
の
ハ
ン
ニ
バ
ル
・
レ
ク
ター役も
ある。アンソニー
・
ホプキンズがハンニバル
・
レクターを演じた『羊た
ち
の沈黙』
（
The Silence of the Lam
bs ）
の方が
よ
り話題性が
あった。
ア
ン
ソ
ニー
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
は
こ
の映画で
ア
カ
デ
ミー賞主演男優賞も獲得し
て
い
る。
（こ
の
《ハ
ン
ニ
バ
ル
・
レ
ク
ターも
の》
は、
ト
マ
ス
・
ハ
リ
ス原作で
シ
リーズ
と
し
て出版さ
れ
て
い
る。
）
因み
に
ア
ン
ソ
ニー
・
ホ
プ
キ
ン
ズ
は二〇一八年五
月
ＢＢＣ
のテレビ映画
King Lear にも主人公で出演している。
　
ブライアン
・
コックスの最近の出演映画作品は、二〇一七年製作の英
国
映
画
C
hurchill で
あ
り、
日
本
で
は
邦
題『
チ
ャ
ー
チ
ル
 ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
の
決断』として二〇一八年八月から公開された。筆者も彼の演技を懐かしく感じながら見るこ ができた。佳作である。この映画が日本で公開される前に、アカデミー賞の主演男優賞にゲイリー
・
オー
ルドマンが、メ
イ
ク
アップ＆ヘ
ア
ス
タ
イ
リ
ン
グ部門で辻一弘が受賞し
た作品
D
arkest H
our
（
邦
題『
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
・
チ
ャ
ー
チ
ル
／
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
か
ら
世
界
を
救
っ
た
男
』）
が、
一足早く日本で上映さ
れ
て
し
まった
の
で、
英国映画
Churchill は影が
薄くなってしまった。日本の映画興行の世界 、ブライアン
・
コックス
（
12）
（
13）
（
14）
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評　論
は不運である。　
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
コック
ス
の動画が
YouTube
に
も投稿さ
れ
て
お
り、
視聴回
数
の
レ
ベ
ル
が
高
水
準
の
フ
ィ
ル
ム
を
閲
覧
で
き
る。
T
heo
と
い
う
二
歳
の
男
の
子に、
『ハムレット』の
“To be, or not to be”
で始まる独白（下記のセリ
フ）
を真似さ
せ言わ
せ
る場面で
あ
る。
タ
イ
ト
ル
は、
“Brian C
ox M
asterclass 
w
ith T
heo” 、是非ご覧あれ！
　
To be, or not to be – that is the question:
W
hether ‘tis nobler in the m
ind to suffer
T
he slings and arrow
s of outrageous fortune
O
r to take arm
s against a sea of troubles
A
nd by opposing end them
.
　
ま
た
YouTube
に
は、
彼
の
演
技
に
関
す
る
持
論
も
投
稿
さ
れ
て
い
て
“Brian 
C
ox C
onversation”
などいくつかの動画で触れることができる。
　
能とシェイクスピア、ともに総合芸術たる演劇である。脚本を基盤と
し、
装置
・
音楽を背景と
し
て備え、
そ
こ
に衣裳
・
化粧を
ま
とった演者が、
身体と声をはたらかす技芸を展開するのである。　
素人演者と
し
て、
能と
シェイ
ク
ス
ピ
ア、
そ
の両方に触れ
る
こ
と
が
で
き
た
ことは得難い経験であり、前田晴啓先生とミスター
・
ブライアン
・
コッ
クスのお二方は私にとって生涯の師匠である。注（１）
 本論考で
は、
舞台芸術で
あ
る演劇に
お
け
る役者
・
俳優を演者、
観客
を見者と呼び、
演出家は
こ
れ
ら二者の中間に
お
い
て
メ
ディエーターの役割を担い、
か
つ舞台上の
諸要素を結合するプロデューサーとして機能する人材として位置づけている。
（２）
 dilettant
の
語
源
は
イ
タ
リ
ア
語
の
dilettare （
楽
し
む
）。
十
五
世
紀
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
初め
て出現し
た
こ
と
ば
と言わ
れ
て
い
る。
そ
の当時の
イ
タ
リ
ア演劇に
は
コ
ン
メ
ディ
ア
・
デッラ
ル
テ
と
コ
ン
メ
ディア
・
エ
ル
ディータ
と
が
あ
り、
前者は大道で簡素な衣
装を着け
て演じ
ら
れ
る芸で、
こ
れ
に
dilettant が加わって
い
た
そ
う
で
あ
る。
後者は
室内で豪華衣裳を
つ
け
て
パ
ト
ロ
ン
の前で
プ
ロ
が演じ
る演劇と
なって
い
る。
十八世
紀
以
降
西
欧
で
は、
D
ilettantism
に
つ
い
て
美
学
・
美
術
史
の
文
脈
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
い。
ディレッタ
ン
ト
と
い
う言葉ひ
と
つ
を
とって
み
て
も、
そ
れ
ぞ
れ専門領域で語源
へ
の
ア
プ
ローチ
の違い
が
あ
る
よ
う
で
あ
る。
本論考は、
演劇学と
い
う専門領域に
は
入り込まず、飽くま
でも限られた演者経験をもとに記述するものである。
（３）
 「
小
唄
の
時
間
」
に
解
説
者
と
し
て
登
場
し
て
い
た
人
物
の
ひ
と
り
に、
木
村
荘
八
が
い
た。
木村は洋画家と
し
て
の定評が
あ
る
が、
小説の挿画、
舞台美術も手掛け、
数多く
の
エ
ッ
セ
イ
を
遺
し
て
い
る。
ま
た
小
唄
に
も
造
詣
が
深
く、
『
小
唄
控
』
と
い
う
本
も
監
修
し
て
い
る。
絵画
・
文芸
・
日本古典音楽と
「絵
・
文
・
音」
と
い
う三つ
の領域に精通し
た、
稀な
る
ディレッタ
ン
ト
で
あ
る。
ま
た木村の余技と
し
て時代考証も
あ
り、
川島
雄三監督の映画「幕末太陽伝」の背景づくりにも参画している。
（４）
 「六平太藝談」
は
『現代日本思想体系
　
第十四巻
　
芸術の思想』
（筑摩書房
　
一九
六
四
年
）
に
抄
録
さ
れ
て
お
り、
「
芸
談
」
を「
日
本
思
想
」
の
一
分
野
と
し
て
認
識
し
て
い
る
こ
と
は大い
に意義が
あ
る
と考え
る。
こ
の巻で
は他に、
文楽
・
吉田文五郎、
歌舞
伎
・
尾上菊五郎
（五代目）
、
邦楽筝曲
・
宮城道雄の
「芸談
を読む
こ
と
が
で
き
る。
（５）
 「観光資源と
し
て
の
能舞台」
と
い
う
よ
う
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
マーケ
ティン
グ
の
テーマ
は、本論考には馴染まないのであるが、そのようなことを考えさせる本である。
（６）
 江戸後期に画家
・
俳人
・
狂歌師と
し
て多領域に活動し
た酒井抱一を、
鏑木清方が
描い
た絵が
あ
り、
抱一に
は三味線を
も
た
せ爪弾か
せ
て
い
る。
傍ら
に
は花魁と思し
き女性二人を配置し、
そ
れ
ぞ
れ手に
は絵筆と文筆を
も
た
せ
て
い
る。
絵事
・
文事そ
れ
に音と
い
う三位一体で
あ
る。
音に
は消え
ゆ
く運
さ
だ
め
命が
あ
る
が、
清方の直観は鋭く、
抱一に欠くべからざる「音」の世界を挿入しているのである。
（７）
 謡
・
仕舞は
あ
く
ま
で
も
「趣味」
と
し
て行って
い
る
も
の
で
あ
り、
「余技」
と呼べ
る
も
の
に
は
な
っ
て
い
な
い。
「
余
技
」
と
は、
「
生
業
」
と
の
緊
張
関
係
の
中
で「
二
足
の
草
鞋
」
として成立するのである。
（８）
 故
立
川
談
志
が、
高
平
哲
郎
演
出
の
翻
訳
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル『
雨
に
唄
え
ば
』（
Singin’ in the 
Rain ）
を
見
に
行
っ
た
時、
劇
中
歌
“G
ood M
orning”
の
唄
い
出
し
を「
♪
グ
ッ
ド
モ
ー
ニ
ン
グ、
グ
ッ
ド
モ
ー
ニ
ン
グ
」
と
唄
え
ば
良
か
っ
た
の
に、
「
♪
お
早
う、
お
早
う
」
と
唄
っ
た
も
の
だ
か
ら怒って帰っちゃった、
と
い
う話を談志の弟子立川志ら
く
が噺の
ま
く
らに挿入している。英語原文の調子とリズムを軽視した典型的な事例である。
（９）
 そ
の
当
時
松
下
電
器
産
業
が
演
劇
に
対
す
る
文
化
支
援
を
行
っ
て
お
り、
「
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
・
グ
ローブ座」
と
い
う名で
も呼ば
れ
て
い
た劇場で
あった
が、
赤字運営が続い
た
た
め
支援か
ら撤退し、
現在で
は
ジャニーズ事務所が継承し
て
い
る。
企業の芸術文化パ
トロネージも儚い夢に終わった。
（
１０） 舞台上で垂直方向と舞台奥か
ら手前の縦方向と
い
う二重の動き
を採り入れ
た演出
に
は圧倒さ
れ
た。
こ
の演出方法は今で
は普及し
て
お
り、
故中村勘三郎主宰の平成
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中村座ニューヨーク公演で
の
ラ
ス
ト
・
シーン
で
は、
舞台奥の壁が取り払わ
れ
パ
ト
カーが登場するという、驚愕の演出があった。
（
１１） 筆者幼少期か
ら演劇と
は縁が深かった
よ
う
で
あ
る。
就学前に
は祖母に連れ
ら
れ浅
草で大衆演劇
（大宮デ
ン助な
ど）
を見た
り、
父に連れ
ら
れ新国劇
（島田正吾、
辰
巳柳太郎な
ど）
を鑑賞し
た
り
と生の芝居と
の関係は続い
て
い
た。
た
だ
し歌舞伎な
ど日本伝統演劇に
は触れ
て
い
な
かった
の
で、
甚だ
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な幼少期で
は
あっ
た。
ラ
ジ
オ
か
ら流れ
て
く
る花柳章太郎
・
水谷八重子
・
伊志井寛
・
大矢市次郎な
ど
が登場し
た新派に
は耳を傾け
て
い
た。
中学
・
高校と演劇と
は離れ
た
が、
大学に入
学し、
英語劇の
サーク
ル
に参加し
た時か
ら、
欧米演劇に興味を持つ
よ
う
に
なった。
当時大学に
は
ピーター
・
マ
ン
と
い
う
オース
ト
ラ
リ
ア人の教諭が
お
り、
熱心に指導
し
て
く
れ
た。
採
り
上
げ
た
演
目
は、
短
時
間
で
演
じ
ら
れ
る
主
に
現
代
演
劇
中
心
で
あ
っ
た。
筆者は照明
・
装置な
ど
バッ
ク
・
ス
テージ中心に活動し
て
い
た。
そ
の当時の大
学講堂の照明装置は旧型の
ド
ラ
ム方式で調光も手動で
あった
が、
微妙に色合い
・
明度を手の感覚で変え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で魅力を感じ
て
い
た。
装置で
は、
ロープ
を使って垂直方向に舞台空間を仕切る
ア
イ
デ
ア
を発想し、
前記マ
ン先生に
ほ
め
ら
れ
た
こ
と
を覚え
て
い
る。
舞台で登場人物は水平方向に移動す
る
の
が普通で
あった
が、
そ
こ
を縦に区切って変化を与え
た
の
で
あ
る。
舞台上で垂直方向に発想す
る
こ
と
が
ま
だ一般的で
は無かった時代で
あ
る。
シェイ
ク
ス
ピ
ア
の作品も試演さ
れ
る
こ
と
は
あ
り、
在学時に
は
『ウィン
ザーの陽気な女房た
ち』
と
『テ
ン
ペ
ス
ト』
が演目
で
あった。
筆者も
＂シェイ
ク
ス
ピ
ア役者＂
と
し
て登場し
た
こ
と
も
あった
が、
振ら
れ
た役は
『ウィン
ザーの陽気な女房た
ち』
で英語が
う
ま
く喋れ
な
い
フ
ラ
ン
ス人の
医者ドクター
・
キーズだけである。
 
　
ピーター
・
マンはゲイであった。当時大学も
ＬＧＢＴ
に対し非寛容であり、大
学
から放逐され本国に帰還した。
（
１２） 『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
二
幕
二
場
で、
ハ
ム
レ
ッ
ト
が
旅
芝
居
の
役
者
に、
父
の
亡
霊
か
ら
聞
い
た
と
お
り
の
出
来
事
を
劇
中
劇
で
演
じ
さ
せ
る
際、
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
セ
リ
フ
に
“friends: w
e’ll 
hear a play to-m
orrow.”
が
あ
り、
他
の
演
目『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』
に
も
同
じ
セ
リ
フ
が見受け
ら
れ
る。
喜志哲雄氏は
「シェイ
ク
ス
ピ
ア
に
とって
も、
芝居は
も
ち
ろ
ん見る
も
の
な
ん
で
す
が、
同時に、
あ
る
い
は
そ
れ以上に聞く
も
の
（
hear ）
で
あった
と
い
う
こ
と
で
す。
』
と指摘す
る。
（『古典劇と
の対話
　
今、
舞台表現の魅力を探る』
翰林書房二〇一二年三月刊）
中野好夫も
こ
の点に
つ
い
て指摘し
て
い
る。
例え
ば岩
波文庫版『ジュリアス
・
シーザー』
（一九八〇）の解説を参照。
（
１3） ブ
ラ
イ
ア
ン
・
コック
ス
は筆者に対し、
「お前ロ
ン
ド
ン
に来て芝居す
る気は
な
い
か？」
と言って
く
れ
た
が、
こ
れ
は全く
の
お世辞で
あ
り、
こ
の
よ
う
な言葉に乗って
は
い
け
ない、と自戒し、引き続き会社員生活を続けたわけである。
（
１4） 
Ｎ
ＨＫ
・
ＢＳ
で二〇一〇年七月オ
ン
エ
ア
さ
れ、
そ
の後何回か再放送さ
れ
た番組
「プ
レ
ミ
ア
ム
８
紀
行
　
夢
の
聖
地
へ
　
ナ
ポ
リ
　
響
け！
　
幻
の
美
声
」
に
お
い
て、
＂
ソ
プ
ラ
ニ
ス
タ＂
岡本知高を指導す
る
カ
ウ
ン
ターテ
ナーの女性指導者シ
ル
ヴィア
・
ボッサ
も岡本の脇に立ち、
身体か
ら発せ
ら
れ
る声の調整を行って
い
た。
真向い
に
は立た
ず、傍らに立っていたのである。
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